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① 明らかに発熱のある人（37.5℃以上）

② 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人 

③ 過去にインフルエンザワクチンに含まれる成分で、アナフィラキシーを起こしたことがある人（他の医薬品投与で

    アナフィラキシーを起こしたことがある人は、予防接種を受ける前に医師へその旨を伝え、判断を仰いでください）

④ その他、医師が予防接種を受けることが不適当と判断した人 

① 発育が遅く、医師や保健師の指導を継続して受けている人

② カゼなどのひきはじめと思われる人 

③ 心臓病、腎臓病、肝臓病、血液の病気などの基礎疾患がある人

④ 前回の予防接種を受けたときに、2日以内に発熱、発疹、じんましんなどのアレルギーを疑う症状がみられた人 

⑤ 今までにけいれんを起こしたことがある人

⑥ 過去に免疫不全と診断されたことがある人および近親者に先天性免疫不全症の人がいる人 

⑦ 間質性肺炎、気管支喘息などの呼吸器系疾患のある人

⑧ 薬の投与または食事（鶏卵、鶏肉など）で皮膚に発疹が出たり、体に異常をきたしたことのある人 

⑨ 妊娠の可能性のある人

胃の健康度をＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄで分類するのが

＜ＡＢＣ検診（胃がんリスク検診）とは＞

胃がんリスク層別化検査（ＡＢＣ分類）とは
 胃粘膜委縮マーカーのペプシノゲン検査と胃潰瘍

・十二指腸潰瘍・胃がんの主な原因と考えられてい

るヘリコバクター・ピロリ抗体検査を組み合わせて

〈予防接種を受ける際に、医師とよく相談しなくてはならない人〉

胃がんリスク層別化検査（ＡＢＣ分類）です。

胃の健康度に応じて内視鏡による精密検査を行う

など、効率的に検診を行う方法です。

〈インフルエンザワクチンの接種を受けられる方へ〉
（予防接種を受けることができない人）

ペプシノゲン検査
「ペプシノゲン」という物質の血中濃

度を測定することで胃粘膜の健康状態

（委縮）の状態を客観的に調べる検査

ヘリコバクター・ピロリ抗体価検査
胃がピロリ菌に感染していないかを調べる検査。ピロリ菌は胃酸の分泌

や胃粘膜の免疫能の働きが不十分な幼少期（４～５歳）頃迄に感染する

と考えられています。子供のころに感染しなかった場合、大人になって

から感染することは稀だと言われています。


